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1 １番

1.1 解答

1.1.1 （１）
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1.1.2 （２）
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1.2 １番の総評

またまたチェインルールの問題。難易度は５段階で３。

2 ２番

2.1 解答
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固有値 t = 1に対応する固有ベクトルは
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2.2 ２番の総評

かなり簡単な問題。計算間違いしないように。難易度は５段階で 1か 1.5くらい。

3 ３番

4 ４番

4.1 解答

4.1.1 （１）
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4.2 ４番の総評

(1)はこの解答のようにやることによって大幅に計算量を減らすことができる。難易度は５段階で 3.5くらい。



5 ５番

５番¶ ³

事象 A,B,Cとそれらの余事象 Ac, Bc, Cc に対して、記号

A1 = A,A2 = Ac, B1 = B, B2 = Bc, C1 = C, C2 = Cc

を用いて表現するとき、

P (Ai ∩Bj ∩ Ck) > 0(i = 1, 2; j = 1, 2; k = 1, 2)
であると仮定する。任意の事象Wに対して、次の条件付確率測度

Q(W ) = R(W |A) = P (A∩W )
P (A)

R(W ) = P (W |Ac) = P (Ac∩Q)
P (Ac)

を定義する。次の問いに答えよ。

(1)Q(B) = R(B)が成り立つとき、事象 A,B,Cはどのような関係にあるか？

(2)条件付き確率 P (C|A,B) = P (A∩B∩C)
p(A∩B) を Q(・)を用いて表せ。また条件付き確率 P (C|Ac, B) = P (Ac∩B∩C)

P (Ac∩B) を

Q(・)を用いて表せ。

(3)次の二つの式：
P (C|A,B)
P (C|Ac,B) = P (C|A)

P (C|Ac)
P (C|A,Bc)
P (C|Ac,Bc) = P (C|A)

P (C|Ac)

が成り立つとき事象 A、Bが独立であるか、または条件付き確率測度Q(・)に関して事象 B,Cが独立であることを証

明せよ。
µ ´

5.1 解答

5.1.1 （１）

Q(B) = R(B) ⇔ P (A∩B)
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⇔ P (A∩B)
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⇔ P (A ∩B) = P (A)P (B)よって事象 A と Bは独立である。

5.1.2 （２）
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5.1.3 （３）
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（A）より R(B ∩ C) = Q(B∩C)R(C)R(B)
Q(B)Q(C)

これを（B）に代入して Q(C)−Q(B∩C)
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Q(B) = Q(B)Q(C)−Q(B ∩ C)}

⇔ (R(B)−Q(B)){Q(C)− Q(B∩C)
Q(B) }

これより R(B) = Q(B), Q(B)Q(C) = Q(B ∩ C)が成立するので事象 A、Bが独立であるか、または条件付き確率測度

Q(・)に関して事象 B,Cが独立である

5.2 ５番の総評

(1)と (2)はできるだろうが、(3)は結構取り組みにくい。難易度は５段階で 3.5くらい。

6 ６番

６番¶ ³

(1)ガンマ分布 GA(α, 1)の確率密度関数は次のように定義される。
f(x) = 1

Γ(α)x
α−1e−xx > 0

ガンマ分布 GA(α, 1)の平均と分散を求めよ。
(2)Uを一様分布に従う確率変数とする。U = αを与えた下で X,Y は互いに独立な確率変数で、それぞれガンマ分布

GA(α, 1), GA(1−α, 1)に従うとする。区間 [0,1]上の点Q(0, 0), P (U, 0), A(1, 0)に対して、OPを底辺とし高さ Xの

長方形OPQRと、PAを底辺とし高さ Yの長方形 PABC を考え、それらの面積を S1, S2とする。この時 S1, S2の

平均、分散、共分散、相関係数を求めよ。
µ ´

6.1 解答

6.1.1 （１）
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6.1.2 （２）

fX,Y |U (x, y, u) = fX,Y,U (x,y,u)
fU (u) で、U = uを与えた時に X,Y は互いに独立に、GA(α, 1)、GA(1− α, 1)に従うので
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√
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6.2 ６番の総評

統計の問題にしてはあまり取り組みやすくない。難易度は５段階で３。

7 全体的な総評

必答の２問はあまり難しくはないが、選択問題はどれもやりにくく、完答は難しいだろう。（難問ではないが）
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